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１．2015 年度実施目標 

アニマルパスウェイの普及に向けて、普及啓発・設置支援活動を推進し、樹上性野生生物の 

ロードキルからの防護および遺伝子の多様性保全に資する活動を行う。 

２．2015 年～20１６年度前期までの活動計画 

【意識啓発】 

（１）子供向け絵本パンフレットの配布および環境教育 
   ・展示会等への参加予定 

5 月 24 日：新宿区 NPO 推進センターまつり出展 
12 月 10-12 日 エコプロダクツ展２０１５での配布 

（２）ＨＰの充実 
・絵本のアニメ化やモニタリング映像のさらなる公表などにより、ＨＰをより多くの 
皆様にご覧いただける方策を検討し、制作する。 

（３）企業等への自販機プロジェクトの推進（参加、費用、意識の醸成） 
・キリンビバレッジとの協働で｢森と命を繋ぐ架け橋支援プロジェクト｣を推進、全国の
 道路利用企業や関心を持っていただける企業などにＣＳＲ活動の一環として、アニマ
 ルパスウェイ支援自販機による寄付に取り組んでいただく。また自販機で買うことに
 より多くの方に参加意識を醸成する。 

（４）二ホンヤマネ保護研究グループとの連携：（調査・研究） 
・ヤマネのハビタットモデルの研究支援、ヤマネのＩＳＳ研究支援 

（５）モニタリング映像の利用による普及啓発活動（広報・ＰＲ） 
・講演会での利用のための映像編集、インターネットを利用した映像の流布。 

（６）アニマルパスウェイ視察ツアーと事例研究（開発） 
・帯広市付近のアニマルパスウェイの見学会を行う。 

【アニマルパスウェイ設置支援】 
（１）アニマルパスウェイの設置適地絞り込みＭＡＰの検証と絞り込み（設置場所、調査） 

・北杜市内の既存のＡＰＷの検証と適地絞り込み、現地調査（一部） 
・富士河口湖町（スバルライン付近）:スバルラインへの設置提案での試行 
・その他のアニマルパスウェイ設置の可能性についてアプローチする。 

（２）大型・中型のアニマルパスウェイの開発、アニマルパスウェイの調査・設計マニュアル
の作成（設計、施工、維持メンテ、マニュアル、モニタリング・定量評価方法） 
・アニマルパスウェイの普及を図るためには設計コストを低減するため、設計マニュア
ルを製作し、自治体等での展開を促すことが重要。新たなアニマルパスウェイの開発。 

   ・メンテナンス方法についてもマニュアル化が必要。 
   ・モニタリング方法の検討 
（３）学会や可能な講演会などを利用したＰＲ設置促進（研究者･自治体･海外等への発信） 
   ・7月 国際野生生物管理学術会議における野生生物と交通研究発表会への協力（APRS

共催など）、アニマルパスウェイ研究会としての英文のリーフレットの制作 
   ・9月 TWO(東大の OB 会)など 
（４）直接的な官庁・自治体等の道路管理者・線路管理者への働きかけ（合意形成、法制化、

情報の公開） 
・環境省、国土交通省、ＮＥＸＣＯ、ＪＲなどとの意見交換 
・地域リスの会などとの連携 
・各自治体へのＰＲ：山梨県、千葉県、岐阜県など（CD 配布など） 

（５）森林の分断などに関心のある個人・団体とのネットワーク化（合意形成、情報の共有） 
   ・情報交換会を 2ケ月に 1回程度実施し、森林分断に関して知見のある方々や関心ある方をお呼

びし会員・非会員に関わらずネットワーク化を図る。 
【事業を推進するための運用】 

 （１）新会員やボランティアの確保（参加） 
  ・既存のＡＰＷのメンテや巣箱掛けなど、現地参加の仕組みづくり。企業ボランティア支

援。 
（２）会員からの提案、外部からの提案などがあった場合には、理事会にはかり、事業目的に

資する活動については実施する。  
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３．2015 年度活動結果  

【会 員】 

  2015 年度中の会員の増減は以下の通り。 

特別会員(1 名)、正会員（19 名→20 名）、一般会員(10 名→12 名)、賛助会員（4社,1 名→5

社,1 名）で、3 名、1社の増加でした。 

【総 会】 

2015 年 6 月 22 日 第 4回社員総会を開催しました。総正会員 19 名中、出席正会員 19 名（本

人出席 13 名  委任・書類出席 6名）、出席一般会員 3 名（11 名中）、賛助会員 4 社（賛

助企業 4 社、賛助会員 1名中）、支援者・オブザーバー3社が参加。 

議長を会長が行い、昨年度事業報告ならびに決算ならびに本年度計画および予算、役員につい

て承認されました。 

【普及活動】 

（１）展示会等への出展、絵本やパンフの配布 

・５月２４日 新宿 NPO 協働推進センターまつりに出展 

  当法人が登録している新宿区で、いつも施設利用している NPO 協働推進センターのお祭りに 

2 回目の出展をしました。今回は区内の運動会等と重なったため、やや出足が不調でしたが、 

約 200 部のパンフ・リーフレットを配布し、アニマルパスウェイの意義を知ってもらうこと 

が出来ました。また、1,803 円のご寄附を頂戴しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１１月２日 北杜市教育委員会に絵本寄贈 

   北杜市に「ヤマネのマルくん南

の森へ」を 400 部寄贈し、市内の

小学生に配布いただくこと 

になりました。市報にも掲載され 

ました。この機会に、新たなアニ 

マルパスウェイ等につきまして 

 も意見交換させていただきまし 

 た。 

 

 

 

 

 

 

  
実施協力：会員の笹木さん、藤田さん、猪熊さん 

左から藤森北杜市教育長、白倉北杜市長、大竹代表理事、林野キープ協会常務理事、湊会長 
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・１２月１０日-１２日 エコプロダクツ展 NGO/NPO コーナー「生物多様性ナレッジスクエア」に出展 

 会期中は会員メンバーおよびゲストの方々を入れて延べ 20 名の方にご協力いただき、アニマ

ルパスウェイの説明やパンフの配布等のご対応をいただきました。 

3 日間の総来場者数は 169,118 人(昨年 161,647 人)で、当会ブースでのパンフ配布数は約 850

部（昨年 1200 部）でした。場所が一番奥で、来場者の動線から外れていたためと思われますが、

ご訪問いただいた皆様は熱心に展示内容や実物模型をご覧いただき、また寄付も１９,３１０円

となりました。心より御礼申し上げます。 

 来場者には坂東旭山動物園園長をはじめ実際にエゾリス、ニホンリスのロードキルや孤立に心

を痛めている皆様やヤマネファンも多く、アニマルパスウェイの設置につながることも期待した

いと存じます。 

 

エコプロ展では沢山の皆さんが当会ブースを訪問して頂き、お話しできました。 

 

 

・清里のやまねミュージアムなどでの配布 

 約 3,500 部の絵本パンフは、やまねミュージアムや講演会などで配布いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

やまねミュージアムの

アニマルパスウェイ展

示コーナー 

（表彰関係の展示、絵

本パンフも配布） 
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(２）ＨＰの充実（意識の醸成） 
一般社団法人を創設する際、手作りしましたＨＰを４年間運用して参りましたが、さらに、 

樹上性野生生物の保全、アニマルパスウェイについて広く知っていただくため、コンテンツを 
充実し、海外へも発信できるよう新たなプラットフォームによりリニューアルしています。 

  ４月には公開できるよう準備中です。その後も英語化やアニメ化などに取り組んでまいりま 
す。 
     

(３）企業等への自販機プロジェクトの推進（参加、費用、意識の醸成） 
キリンビバレッジバリューベンダー株式会社ならびに新たにサントリービバレッジサービ 

ス株式会社との協働で｢森と命を繋ぐ架け橋支援プロジェクト」を推進、全国の道路利用企業 
や関心を持っていただける企業などにＣＳＲ活動の一環として、アニマルパスウェイ支援自販 
機による寄付に取り組んでいただくことを奨励しています。また自販機で買うことにより多く 
の方の参加意識を醸成したいと思います。 
2015 年度は新たに以下の団体に設置頂きました。 

  ・環境省 那須平成の森 フィールド・センター 2 台 
  ・公益財団法人 キープ協会 清泉寮 2台 
 
（４）表彰制度へ応募し、受賞を通しての普及啓発活動（広報・ＰＲ） 

普及啓発活動にもっとも効果のあるのが、表彰制度に応募して受賞し、さらに多くのメデ
ィアで取り上げていただくことです。当会はこれまで、多くの社会的評価を受けてきましたが
、受賞することにより、主催者はもとより、その他のメディアで広く PR することが出来まし
た。特に 2014 年度～2015 年度に掛けまして、下記の受賞とメディア取材がありました。 

 
   ・3 月に環境省主催のグッドライフアワード環境大臣賞優秀賞 

標記表彰を頂戴し、4月にアニマルパスウェイのモニタリング映像や建設時などの写真を利用
いただき、紹介映像を作成いただきました。環境省の HP に掲載されています。 

    https://www.env.go.jp/policy/kihon_keikaku/goodlifeaward/award2015/index.html 
 
 ・4 月 9日 フジ・サンケイグループ主催の地球環境大賞審査員特別賞を受賞、授賞式 
 明治記念館にて秋篠宮ならびに同妃両殿下の前で、表彰され、アニマルパスウェイの紹介映像
を流していただき、さらに 5月 24～25 日に北杜市のアニマルパスウェイを森本さやかレポー
ターに取材いただき、6月 20 日、28 日にフジＴＶならびにＢＳフジで放映されました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    両殿下の前で受賞する湊会長          授賞式に出席したメンバー 
  
 ・5 月 5日 日本テレビ「NEWS ZERO」で正会員饗場さんとアニマルパスウェイが紹介されました。 

 グッドライフアワードにて環境大臣賞優秀賞を受賞したことを受け、日本テレビの 

 「NEWS ZERO」の ZERO ヒューマンという、若手で活動している方を紹介するコーナーで、映

像提供と電話取材が主体でしたが、短いコーナーにもかかわらずわかりやすく紹介していただ

きました。 

         http://www.ntv.co.jp/zero/human/2015/05/post-397.html 

 

  

https://www.env.go.jp/policy/kihon_keikaku/goodlifeaward/award2015/index.html
http://www.ntv.co.jp/zero/human/2015/05/post-397.html
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 ・7月22日 読売新聞 NEXTらいふに代表理事が掲載され、問い合わせ、寄付などが数件あった。 

  9 月に英語版にも掲載された。 

企業 OB などのセカンドライフを題材にしたもので、たまたま、代表理事が所属していた建設

業担当の記者により取材されました。アニマルパスウェイの普及に寄与できればとお引き受

けしました。全国版でしたので、結構読んでいただいた方が多く、問い合わせ、寄付も頂戴

しました。またこの記事を読んで、新潟の中学生が新聞協会の作文コンテストに参加され、

優秀賞を受賞された。未来を担う小中学生の皆さんにも読んでいただいたのは、当会の未来

世代への啓発活動に役立ちました。 

 

 ・8月 23日 朝日新聞デジタル「兵庫）ヤマネ追って４０年 関西学院大教授・湊秋作さん」 当会会

長のヤマネ研究について掲載  

http://www.asahi.com/articles/ASH8M3GHGH8MPIHB008.html 

 

 ・10 月 29 日 山梨放送 ワイドニュースに湊会長生出演 ヤマネの現状と課題 

 やまねの希少性や富士スバルラインにおけるロードキルなどの話しもされました。 

 

 ・10 月 30日 イギリスＢＢＣ放送でアニマルパスウエイの事例がイギリスの BBC 放送で紹介され  

ました。 

イギリスの団体 PTES（絶滅危惧種のための市民信託）は、日本でのアニマルパスウエイの成

功事例と設計デザインを参考にして、アニマルパスウエイの実証実験を行っています。アニ

マルパスウエイの設置場所は、イギリス南部の特定自然保護区ワイト島です。ワイト島は、

ヤマネを始めとした希少種の重要な生息地です。ここに、鉄道の上をまたぐ独自のアニマル

パスウエイを設置しました。アニマルパスウエイの有用性の検証において、ヤマネやアカリ

スの利用が確認されています。 

BBC 放送: 

http://www.bbc.co.uk/earth/story/20151030-japanese-designed-dormouse-bridge-hope

s-to-link-habitats 

PTES（絶滅危惧種のための市民信託）:https://ptes.org/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 BBC 放送で放映された英国ワイト島鉄道上の 

日本の設計を基にしたアニマルパスウェイ 

  (モニタリング映像は北杜市のものが流された) 

 

                       PTES HP より ヤマネの利用を確認 

 

 

 

 

 

 

http://www.bbc.co.uk/earth/story/20151030-japanese-designed-dormouse-bridge-hopes-to-link-habitats
http://www.bbc.co.uk/earth/story/20151030-japanese-designed-dormouse-bridge-hopes-to-link-habitats
https://ptes.org/


   

8 

 

・11 月 1日 北杜市奨励賞受賞 

グッドライフアワードの受賞により、 

アニマルパスウェイ発祥地の北杜市市

制 11周年記念においてアニマルパスウ

ェイ研究会が奨励賞を受賞しました。 

 

      

 

 

 

 

                   授賞式に集まったメンバー 

・３月 1 日．日本自然保護大賞入選 （27 年度）（公益財団法人 日本自然保護協会） 

  日本自然保護大賞も 26 年度に引き続き入賞しました。 

 

５）あなたも調査員の実施 

５月１日～２０日分の北杜市 1号機のモニタリング映像を公開、あなたも調査員に一般 

の方のご協力いただきました。 

今回のモニタリングでは、初めてハクビシンがアニマルパスウェイの屋根を伝わって移動す

る映像がありました。 

現状ではテンも利用しています。ヒメネズミもあいかわらず利用していました。 

北杜市 2 号機のモニタリングも 6月末まで実施し、ニホンヤマネやテンの利用を確認してい

ます。 

      http://app.animal-pathway.jp/ 

６）アニマルパスウェイの調査・視察の実施 

・7 月 29日～31日道東付近の野生動物対策事例の見学会実施 

  前々よりお願いしていましたが、北海道開発技術センター（DEC）ならびに当会会員の浅利氏 

 のマネージメントによる道路横断施設や対策施設を視察するミニツアー中で、参加者は２５名

（うち海外より１０名）でした。 

当会からは北海道における道路横断施設の調査を目的に湊会長以下６名が参加し、顧問の柳

川先生には帯広畜産大の構内をはじめ、施設のご案内を頂きました。エゾリスやエゾモモン

ガとも接することができ、また海外研究者や政府機関の方々とも交流できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 
    エゾリス用のブリッジ      高速下の多様な動物を対象にした 

ボックスカルバート 

  

http://app.animal-pathway.jp/
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（１） 山梨県ＲＤ調査：主にセブンイレブン記念財団の助成により実施。 

①７月１１日～１５日 富士山北麓周辺哺乳類調査実施 

    山梨県のレッドデータの調査の一環として実施されました。 

   太美生物研究所長で元東京農業大学野生生物研究室教授の土屋公幸先生と当会会長 

関西学院大学教授の湊先生指導のもと、富士山北麓の小型哺乳類の調査が行われました。 

山梨県みどり自然課はじめ県関係者、環境省生物多様性センター、山梨県富士山科学 

研究所、それにコウモリの専門家の方など豪華なメンバーでした。 

   特に土屋先生による標本作りの講習は大変勉強になる体験でした。 

   トラップなどを利用したネズミ類、コウモリ類の捕獲と生態調査、標本化、DNA サンプル

採取などが実施され、今後のレッドデータリストの更新などに役立てられます。当会とし

ましてもスバルラインによる森林の分断影響を DNA 解析などで明らかになればと考えて

います 土屋先生がおまとめになった調査台帳によれば小型哺乳類ヒメネズミやアカネ

ズミ、スミスネズミ等が記録されました。 

今後の DNA 調査などで、富士山麓の小型哺乳類の現状の生息状況が明らかになることを 

期待したいと思います。なお、DNA 分析はアカネズミやヒメネズミでの道路による影響を

研究されている福山大学の佐藤准教授にお引き受けいただいたとのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 生物多様性センターにて、調査メンバー（一部） 

 

   ②８月２６日～３０日 八ヶ岳周辺レッドデータ調査について 

 延 90 名近くの参加により八ヶ岳南麓、瑞牆山麓にて調査が実施されました。 

今回はアベック台風の影響で、雨に見舞われましたが、富士山同様土屋公幸先生、当会湊

会長の指導で、山梨県みどり自然課との協働でレッドデータ調査が行われました。数種の

ネズミ類、モグラ、ヒミズ、コウモリ類などの生息状況を確認しました。成果は山梨県の

レッドデータに反映されることになると思います。なお、調査は継続して実施予定です。 

 

  

４．アニマルパスウェイ設置支援と山梨県ＲＤ調査について 

左：コキクガシラ

コウモリ 

右：ネズミ類の標

本化（土屋先生） 
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（２） アニマルパスウェイの設置適地絞り込みＭＡＰの検証と絞り込み（設置場所、調査）：三井物産環境

基金助成による 
アニマルパスウェイ設置場所の絞り込みＭＡＰの検証と絞り込みを実施しました。また絞り
込まれた設置予定地の調査を行い、自治体に設置提案して参ります。本テーマは次年度まで
継続します。 
北杜市内の既存のＡＰＷの検証と適地絞り込み、現地調査を行い、ＭＡＰの適用価値につい
て検証しました。その結果、手さぐりにアニマルパスウェイ設置場所を見つけるのに比して
ある程度まで設置必要個所を絞り込め、踏査して現地概要を明確にすることで、よりアニマ
ルパスウェイの設置が必要で可能な地点を絞り込めました。 
さらに絞り込んだ地点の道路両端の林縁部の生態系調査を行います。 
また、富士河口湖町（スバルライン付近）:スバルラインにおける MAP 利用やロードキル情
報の収集を行い、ハイマツの実を好んで餌とするニホンリスのロードキル多発地点について
も検証を加え、その結果、アニマルパスウェイを設置する必要な個所を特定しました。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
     北杜市 APW 設置候補地のひとつ       土屋先生のお話し 
 
（３）学会や可能な講演会などを利用したＰＲ設置促進（研究者･自治体･海外等への発信） 
 ・7 月 26 日～29日 第５回国際野生動物管理学術会議（IWMC2015)参加 

  IWMC に参加された湊会長、饗場さんによりますと、道路横断施設について、東南アジア、

ヨーロッパの事例紹介が多くあったが、いずれも大型・中型の陸上性の哺乳類用のオーバ

ーブリッジやアンダーパスで、アニマルパスウェイのような樹上性哺乳類用は無かったと

のことです。 

 ・7 月 28 日 野生生物と交通国際シンポジウム 

  国際野生生物管理学術会議における野生生物と交通シンポジウムにアニマルパスウェイ 

研究会として共催。アニマルパスウェイ研究会としての英文のリーフレットを作成し、 

  配布しました(300 部) 

  ・9 月 4日 環境アセスメント学会研究発表大会特別集会(龍谷大学)にて湊会長発表 

特別集会「「野生生物と交通の現状とその課題」にアニマルパスウェイ研究会を代表 

して湊会長が出席、講演。また当会園田さんもご講演されました。 

特別集会では、各メンバーから野生生物と交通についての、現状や取り組み等の報告が 

あり、非常に有意義でした。湊先生は、ジェスチャーを交え講演され好評でした。 

大阪市立大学の矢持先生から湊先生の講演で、「環境と経済」について質問があり、 

  

左：トラップ 

右：ヒミズ 
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湊先生から、アニマルパスウェイが公共事業として展開され、環境コンサルや地元 

の建設業にも仕事が回ることと回答されました。 

アセス学会理事の石川先生からは野生生物と交通については、非常に重要な研究なのでこの

ような発表をどんどんやって、社会に発信してほしい、期待しているとの意見がありました。

また、昨年のアセス学会で、小松さんがアニマルパスウェイの研究発表をしたのですが、あ

りがたいことに、石川先生より論文にまとめるように再度ご催促頂きました。 

・9 月 17日 TWO(東大の OB会)、10 月 8日 ACAP でアニマルパスウェイ紹介 

学士会館にて東大ワンゲル部の OB の皆さんの集まりがあり、人数は少なかったので 

すが、話が盛り上がり、時間が足らないほどでした。山歩きをされていた皆さんでもニホン

ヤマネを初めて知ったというかたが多く、アニマルパスウェイについても必要をご認識いた

だけました。ＡＣＡＰ（消費者関連専門家会議）ではヤマネに詳しい方もいて、アニマルパ

スウェイの必要性をご認識いただき、実際にボランティアを兼ねた勉強会実施の要望もあり

ました。 

・1 月 26日 徳島県庁の職員約100 名に対しアニマルパスウェイを講演 
 湊会長が招待され、講演されました。県内にもヤマネの生息が確認されており、将来アニ 
マルパスウェイの設置も期待されます。 
 

（４）直接的な官庁・自治体等の道路・線路管理者への働きかけ（合意形成、法制化、情報の公開） 
・11月 16 日 清里において、国土交通省尾鷲工事事務所の担当官および設計コンサルタント

に、北杜市アニマルパスウェイを視察いただき、紀勢線の高速道路建設のための谷部に仮
設する作業用道路の下空間への設置について意見交換 

・12 月 18日 国道 4号線へのアニマルパスウェイ設置計画で施工会社と意見交換するととも
にスーパーバイズを行った。その結果 2016 年 3月 26日に盛岡北道路が拡幅され開通。 

  ニホンリスを対象動物としたアニマルパスウェイが設置された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
      国道 4号線盛岡北道路のアニマルパスウェイ   

 
・各自治体へのＰＲ：山梨県、徳島県への PR、北杜市長への提案などを行った。 

 
（５）森林の分断などに関心のある個人・団体とのネットワーク化（合意形成、情報の共有） 

・7月 26～31 日 北海道技術開発センター主催のＩＷＭＣ2015 における第 15回野生生物と交
通研究発表会の共催、また道東における対策施設視察ツアーで交流 

・8月 29日 清里において、森林総研田村先生、アリゾナ大学で小哺乳類を研究している John  

Koprowskii 先生、リスと自然の会森井さんとアニマルパスウェイについて意見交換 
・12 月 11日 道路生態研究会の創設：当会関係者では発起人に湊会長、副会長に柳川顧問、

常任理事に園田氏、理事に矢竹氏が就任、当会は団体会員として参加 
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（６）企業とのコラボレーション  
①3月 5日ヤマネの巣箱づくりボランティア（大成建設主催にコラボレーション） 

新宿発着の日帰りバスツアーにて、50 数名の家族が参加し、今年で第 13 回目のヤマネの巣箱

づくりボランティアが清里で開催されました。 

 285 個のヤマネの巣箱が製作され、寄付されました。全国の調査地で利用されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    285 個の巣箱の前で出席メンバー        一生懸命巣箱づくりに励んでいる皆さん 

  ②ECOO(スズトクホールディング) Vol.017 に掲載 

循環型社会を目指すスズトクホールディングス株式会社が発行する ECOO という小冊子

にアニマルパスウェイを掲載頂きました。主に取引先に配布されるようです。 

  ③NTT東日本 CSR 報告 2015（詳細版）に掲載 P64 

    アニマルパスウェイ研究会のメンバーとして 2009 年からコラボいただいている NTT 東

日本株式会社の CSR 報告書にコメントさせていただきました。 

      http://www.ntt-east.co.jp/csr/regular/download/ 

５．情報交換会・研究会 

１）４月９日 アニマルパスウェイ研究会開催（地球環境賞受賞を記念） 

  受賞を記念して、これからの活動について意見交換を行いました。 

２）６月２２日 総会兼アニマルパスウェイ研究会開催（特別講演あり） 

  ６月２２日 総会兼アニマルパスウェイ研究会・情報交換会を大成建設会議室で開催しまし

た。 

  総会には会員や支援企業などから 26 名が参加し、正会員 19 名中、12 名の出席および 

  委任 7名で開催され、前年度報告ならびに本年度計画は全会一致で承認されました。 

 ・なお、引き続きアニマルパスウェイ研究会が開催されました。 

  特別講師としてお招き致しました国土交通省国総研緑化・生態研究室の上野氏より「統計学 

を使って生物の分布を推定する：効果的なアニマルパスウェイ設置場所の絞り込みに向け 

て」という演題でご講演を賜りました。様々な例示を頂き、特に HEP と統計モデルの違い

が良くわかりました。 

  佐渡勤務の際のトキの事例で、統計モデルを活用し、種の生息にとって重要な要因の絞り込

み、分布予測や予測結果の地図化についてなどのお話は大変参考になりました。 

  地域種はそれぞれ分布する環境に適合するために因子が異なり、HEP はどうしても地域的な

ものとなる一方、統計的な手法はわりと広い地域での解析に役立つようです。 

アニマルパスウェイの場合、入手できる資料からの MAP 化が主体ですが、やはり現地調査

のデータを加えることで、より絞り込みが可能となります。 

  道越さんより富士スバルラインのニホンリスのロードキルの写真が示されましたがほとん

ど同じ場所で、何回も起こっているようで、これは MAP 化による絞り込みのための検証事例

として利用できます。7月の富士山調査では現地をつぶさに調査してみたいと思います。 

 

 

http://www.ntt-east.co.jp/csr/regular/download/
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 ・国総研で昨年まとめられた「道路横断施設マニュアル」について園田さんからご紹介 

  いただきました。参考になる事例が多くありました。 

    http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn0795.htm 

  ・富士山調査などについて湊会長よりお話がありました。 

  なお、終了後 15 名で懇親会を行い、今後の活動などについて和気あいあいの話し合い 

  がなされました。  

３）２月１５日 アニマルパスウェイ研究会兼情報交換会開催 

  大成建設の会議室にて２２名が参加し、情報交換会を開催しました。 

横浜国立大学大学院の立脇氏をゲストに、一般道のロードキルから哺乳類の全国的な密度

分布を予測する研究についてお話を聴き、意見交換を行いました。641 の自治体からのアン

ケートをもとにロードキルデータから、9種類の動物の密度分布などを推測されています。

記録は 70%の市町村で残しているが、5年以内に破棄されている。また記録内容はまちまち

で、場所や、日時などは残されていないことが多いようです。 

 

６．助成・寄付 

（１）助成御礼 

当会の活動は営利活動を行っていないため、会費のほか助成金と寄付金で成り立っており

ます。本年度は三井物産環境基金様とセブン-イレブン記念財団様の助成によるところが大

きく、大変感謝申し上げます。 

  

（２）寄付御礼 

ザ・ボディショップ財団チャリティーリップバター寄付より 2 年間にわたりご寄附賜り、 

  6 月と 1 月に The BODYSHOP Foundation に英文報告書提出させていただきました。 

  また自販機を設置頂いて継続してご支援いただいている企業・団体様が増えました。大変助

かっております。愛媛県松山市の岡田印刷様、東京都の大成建設設計本部様・横浜支店桂台

トンネル作業所様、東京建設コンサルタント様、環境省那須平成の森フィールド・センター

様、キープ協会清泉寮様に御礼申し上げます。 

本自販機設置にあたりキリンビバレッジバリューベンダー様、サントリービバレッジサービ  

ス様にご協力いただいております。 

本年は展示会・講演会や新聞記事を通して、個人の皆様からもご寄附も頂戴しております。 

 

７．2015年度の経過 

 年・月（西暦） 場所 実施項目 

4月30日～毎月末 事務局 アニマルパスウェイ通信発行 

4月9日 信濃町 理事会、地球環境表彰式(明治記念館） 

5月～6月 北杜市1号機 
北杜市1号機モニタリング実施、あなたも調査員で公開（ハクビ

シン初認） 

5月5日 日テレ 
日本テレビ「NEWS ZERO」でメンバー饗場さんとアニマルパス

ウェイが紹介さる。 

5月24日 
新宿ＮＰＯ推進センタ

ー 
新宿NPO協働推進センターまつり展示 

5月25日 フジテレ 
北杜市ＡＰＷ2号機にてフジＴＶ取材、モニタリング修理、～6月

モニタリング(ヤマネ、テン） 

6月20日、28日 同上 フジＴＶ系列｢地球環境大賞｣にてAPW放送 

6月22日 大成建設 総会・APW研究会・情報交換会 

http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn0795.htm
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7月10日～15日 富士山南麓 
山梨県と協働で河口湖･富士山スバルライン周辺RD調査およ

びスバルラインAPW調査 

7月22日 読売新聞 読売新聞NEXT Lifeに掲載 アニマルパスウェイと 

7月27日～29日  
札幌コンベンションセ

ンター 

IWMC（国際野生動物管理学術会議）、第15回野生生物と交通

(IWMC2015) に代表が参加、国内外動物横断施設事例調査、

国際交流。 

7月30日～31日  道東自動車等 
野生動物に対する道東高速道路などの道路対策施設の視察：

ApWA６名参加、海外専門家とも意見交換実施 

8月23日 朝日新聞ディジタル ヤマネ追って４０年 関西学院大教授・湊秋作さん 

8月２6日～31日  八ヶ岳南麓（北杜市） 
山梨県と協働で八ヶ岳南麓RD調査、北杜市APW設置適地絞り

込みのための踏査実施 

8月29日 やまねミュージアム 国内リスの専門家およびアリゾナ大専門家と意見交換 

9月4日 龍谷大学 環境アセスメント学会にて会長講演 

9月7日 読売新聞 読売英字新聞に掲載 

9月15日 ApWA 富士山・北杜市絞り込みMAPの報告（中間） 

9月24日 JDPR 北杜市APW設置場所絞り込み調査計画 

10月29日 山梨放送 山梨放送に湊会長生出演 

10月30日 BBC放送 英国においてＡＰＷ設置、ヤマネなどが利用 

11月1日 
北杜市ふれあいセン

ター 
北杜市より表彰される 

11月2日 北杜市市役所 北杜市白倉市長、教育長らと懇談、絵本贈呈、ＡＰＷ設置提案 

12月8日～11日 東京ビッグサイト エコプロ展への出展 

12月17日 大成建設 アニマルパスウェイ研究会・情報交換会 

2月4日 TEPIA UNDB-J 中間年フォーラム 

2月15日 大成建設 アニマルパスウェイ情報交換会 

2月22日 世界銀行訪問 アニマルパスウェイの国際発信について 

2月26日 徳島県 アニマルパスウェイ講演（会長） 

3月5日 NHK Eテレ なりきり ねぼすけヤマネ（清里） 

3月5日 やまねミュージアム ヤマネの巣箱作り支援（企業のCSR活動支援,）  

3月26日 
盛岡道路河川事務

所 
盛岡北道路（国道4号線）開通：アニマルパスウェイ設置 

 

以上 

一般社団法人アニマルパスウェイと野生生物の会（アニマルパスウェイ研究会 東京事務所）

事務局住所：郵便番号 178-0064 東京都練馬区南大泉２－２７－４ 

          ＵＲＬ:http://www.animalpathway.org/   

                連絡先 ： info@animalpathway.org 

           携帯番号：０９０－７４０４－２６５２ 
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